
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

夏休みに、教職員は、山口南警察署の山口県少年安全サポーターの上利優三様をはじめ、

山口市少年安全サポーターやスクールガードリーダーの皆様から、刺股の使い方や不審者への

対応の仕方などについてご指導いただきました。 

９月２８日（火）、授業中、不審者が４年ワークスペースに現れるという想定で訓練を行い 

ました。子どもたちは、授業をしている教室を施錠してじっと身を潜めて不審者が確保される

のを待ちました。その後、ワークスペースにいる不審者を男性職員が取り押さえ、確保しまし

た。その後、少年安全サポーターの上利さんから、自分の命を守るために大切なこと「いかの

おすし」や「おはしも」、「ひまわりさんは、はちみつじまん」（裏面）について教えていただ 

きました。 

少年安全サポーターやスクールガードリーダーの皆様、２回にわたり、ご指導いただき、あ

りがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

南小コミスク通信⑳ 
令和３年１０月４日 

小郡南小学校 

～大好き小郡！ふるさと小郡を 子どもに！～ 

南小ホームページ 

 

 

これからも、みなさんが安心安全に暮らせる町になるよう 

に一生懸命取り組んでいきたいと思います。 

 子どもは地域の宝であり、地域全体でしっかりと守り、育 

てていかなければなりません。みなさんに伝えた「いかのお 

すし」や「ひまわりさんは、はちみつじまん」を覚えて、も 

しものときに実践できるようにしてください。 

 

地域の方の声！ 

上 利 優 三 さん 

駆けつけた職員と不審者が対峙している様子 電子黒板を見ながら、お話を聞いている様子 

警察との連携 

もしも、不審者が学校に現れたら、どう行動しますか？ 




